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(10) 池田忠雄『ロマンに生きる やんちゃ市長一代記 』(近代文芸
社，平成８年）170頁。

























































































































(36) 和泉市男女共同参画施策推進会議の会議録は，和泉市の HP から,
「市政・まちづくり」→「男女共同参画」→「男女共同参画施策推進会
議の会議内容」で閲覧できる。
(37) 平成18年７月24日男女共同参画施策推進会議第３回会議録10頁以下。
(38) 平成18年６月26日男女共同参画施策推進会議第２回会議録５頁以下，
平成18年７月24日男女共同参画施策推進会議第３回会議録８頁以下。
(39) 平成18年９月４日男女共同参画施策推進会議第４回会議録23頁以下。
(40) 平成18年10月２日男女共同参画施策推進会議第５回会議録17頁以下。
(41) 平成18年10月30日男女共同参画施策推進会議第６回会議録７頁以下。
(42) 40件の市民意見のなかに，妊娠・出産に関する自己決定の尊重を明記
すべきであるとの意見があったが，条例骨子に否定的な意見はなかった。
(43) 市長への答申前であるが，議会で金児和子議員は,「我々は，戦後ず
っと，いわば男女の差別というか区別が色濃くあった中で育ってきてお
りまして，やっと今現在，解放とは言いませんけれども，もちろん男性
も大変なんだろうけれども，女性もやっと差別のない差のない世界で力
を発揮することができる，自己実現することができる。もちろん，専業
・・・・・・・
主婦でもいいんです。そういうすばらしい骨のある理念条例をぜひ｡」
・・・・・・・・・
(傍点筆者）と述べている（平成19年３月定例会（第１回）会議録３月
１日１号71頁)。基本法が専業主婦を否定するものではなく，女性のラ
イフスタイルについて専業主婦も含めた選択を豊かにするものであるこ
とを確認し，その基本法にそって条例を制定するように市長に念を押し
たものであろう。なお，和泉市議会の議員定数は24人で，そのうち女性
議員は６人 (24％) である。ちなみに，大阪府下43市町村議会における
女性議員の占める割合の平均は，18.9％である。前出 (19) 144頁。
(44) 大阪府内市町村で条例を制定している17市町のうち，和泉市は16番目
和泉市男女共同参画推進条例の制定をめぐって 33
である。
(45) 日高・前出注(６)は，参画条例が波及していくプロセスについて,
「横並び競争型」と「相互参照型」があると分析する｡「相互参照型」
とは,「政策革新の政治的，社会的インパクトが大きいほど，孤立化す
るリスクを回避しようとして同様の内生的条件に置かれた他の自治体と
の『連携』や『共同戦線』が実現する」ときのパターンである。和泉市
が府内市町村の条例を参照したのは，孤立化のリスク回避というよりも，
バックラッシュをこえるための，暗黙の連携・共同戦線といっていいだ
ろう。
(46) 条例第６条および第９条に基づいて, ｢男女共同参画推進事業者等助
成」制度がつくられている。この制度は, 男女共同参画を推進する取り
組み (研修や男女の子育て支援等の制度の創設や充実) を実施する事業
者等に対して，市が助成金を交付する制度である。
(47) 第15条の苦情処理制度について，和泉市の場合，特別に設置された苦
情処理委員会が処理するのではなく，苦情の申出を受けた市長が，必要
と認めたとき男女共同参画審議会の意見を聴く制度であり，その具体的
手続は要綱が定めている。
(48) 橋本ヒロ子他「鼎談 ジェンダー・バッシングを超えて」｢女も男も」
107号（平成18年）30頁以下によれば，バックラッシュのもと，①市町
村合併時に従前の「いい内容の条例」を失効させる例があること，②リ
プロについてふれない条例が大半であること，③個性重視の教育から母
性強調の教育にシフトしていることなどの変化がある。このような弱体
化は，行政主導による男女共同参画行政の限界であり，ジェンダー視点
の重要性が十分定着していなかったことによる，と指摘するのは正鵠を
得ていると思う。
(49) 豊中市男女共同参画推進条例第３条第５項「男女が互いの身体的特徴
について理解を深め，妊娠，出産その他の性と生殖に関する事項につい
て，互いの意思が尊重され，生涯にわたり健康な生活が営まれること」
や，高槻市男女共同参画推進条例第３条第１項第３段「男女が互いに身
体的特徴についての理解を深め，健康の保持に配慮するともに，妊娠や
出産に関し女性の意思と男性の意思が同等に尊重されること」などであ
る。
(50) これらの禁止規定に罰則はなく，宣言規定である。市の広報・啓発活
動の強化などが期待されるにとどまる。
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